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G鋤鋤7規則の一部を改正する内

､閣府令案」に対する意見の募集について

平成29年9月1日

交通企画課

1意見募集の趣旨

産業競争力強化法に基づく新事業活動の結果及び手動車椅子に係る日本

工業規格の改正を踏まえて、道路交通法施行規則を改正するに当たり、そ

の改正案を一般に公表し、意見を募集するもの。

2期間

平成29年9月4日（月）から平成29年10月3日（火）までの間

3内容

(1)人の力を補うため原動機を用いる自転車の基準の改正

人の力を補うため原動機を用いる
3．5

自転車の基準について、人の力に対割

する原動機を用いて人の力を補う力

の比率（以下「補助率」という。）が

最大で2とされているところ、三輪

の自転車であって牽引されるための
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改正後の駆動補助機付自転車の補助率のイメージ
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装置を有するリヤカーを牽引するものを走行させることとなる場合

には、補助率を最大で3とする。

(2)原動機を用いる身体障害者用の車椅子の基準の改正

原動機を用いる身体障害者用の車椅子の基準について、高さが109セ

ンチメートルを超えないこととされているところ、手動車椅子の日本工

業規格(JIST9201)が見直されたこと等を受け、同基準について、

高さが120センチメートルを超えないこととする

(3)その他

その他所要の規定を整備することとする

(4)施行期日

公布の日
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平成29年9月1日

人 事課

1開催日時

平成29年9月5日（火）午前9時から午後6時ころまで

2開催場所

日本武道館

3登録選手（柔道・剣道合計477名）

(1)柔道254名

男子179名・女子75名

(2)剣道223名

男子123名・女子100名

4競技方法

(1)柔道（トーナメント戦）

ア男子個人戦

100kg超級・100kg級．90kg級．81kg級．73kg級．66kg級・60kg級

イ女子個人戦

63kg超級・63kg級．52kg級

(2)剣道（トーナメント戦）

男子個人戦及び女子個人戦

5今後におけるその他の警察術科大会の開催日程

(1)10月16日（月）全国警察剣道大会（団体戦）

(2)10月17日（火）全国警察柔道大会（団体戦）

(3)11月17日（金）全国警察逮捕術大会及び全国警察拳銃射撃競技大会
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1経緯

ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚
会議における「ギャンブル等依存症対策
の強化について」の決定について

平成29年9月1日

保安課

ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議において、本年3月31日、

｢ギャンブル等依存症対策の強化に関する論点整理」（以下「論点整理」

という｡）が決定され、論点整理に掲げられた各課題への具体的な対策や

その実施方法に関する検討を踏まえ、同年8月29日、「ギャンブル等依存

症対策の強化について」（別添資料参照）が取りまとめられたもの。

2論点整理に掲げられた課題への対策や検討状況（ぱちんこ関係）

(1)リカバリーサポート・ネットワークの相談体制の強化及び機能拡充

○リカバリーサポート・ネットワーク（以下「RSN」という。）の

相談員の増員や相談時間の延長等の相談体制の強化に向けて検討中

○上記相談体制が構築されるまでの間、ぱちんこ営業所から出向等した

従業員による相談業務の補助、RSN支援室（※）での対応時間の延長

等を実施

mRSNの支援のために設立され、RSNへの電話のうち、単なる問い合わせや営業

所への苦情等を対応。

(2)18歳未満の者の営業所への立入禁止の徹底

年齢確認シートを活用し、賞品提供時に年齢確認を実施

(3)本人・家族申告によるアクセス制限の仕組みの拡充・普及

○自己申告プログラムの普及を推進(導入店舗数：本年8月10日現在、

1,670店舗）

○家族からの申告の受付等について検討中

(4)出玉規制の基準等の見直し等

出玉規制の強化、出玉情報等を容易に確認できる遊技機に係る規格の

追加、営業所の管理者の業務としてぱちんこへの依存防止対策の追加等

に係る風営法施行規則等の改正規則の制定(平成30年2月1日から施行）

(5)営業所における更なる依存症対策

ぱちんこへの依存問題に関する相談等に対応する専門員として「安心

パチンコ・パチスロアドバイザー」を新設し、全営業所への配置を目指

して取組を推進

3今後の対応

ギャンブル等依存症対策推進関係閣僚会議の下、本決定を踏まえ、関係

行政機関と十分に連携して、必要な取組を講じていく。

※別添資料省略


